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中核拠点形成
❖フュージョンエネルギーイノベーション戦略の加速 

■ 展開（学術研究）と統合（開発研究）の協働体制 

❖ 展開に向けた核融合科学研究所の寄与 
■ イノベーションの揺籃となる研究基盤をリノベーション／アップデートし，学

際化×国際化のための中核となる拠点を形成 
► 研究と⼈材育成の体制の整備 
► 研究施設と装置の整備 

■ ⼤学共同利⽤機関として培ってきた，ネットワークや研究基盤を活⽤ 

❖ステークホルダ 
■ 学術フロンティア，開発フロンティア，産業界（スタートアップ）
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研究と⼈材育成の体制
❖ユニット体制 & 核融合科学学際連携センターという形で，⼤規模

な変⾰を推進中 
■ 10のユニットで研究部を構成 

► 2023年度からユニット体制 
► ユニットは研究所を構成する組織であるとともに，所外メンバーを含むユニッ

ト研究戦略会議によって，コミュニティと⼀体運営 

■ ユニットをサポートする研究所の運営体制 
► 核融合科学学際連携センター 

● ユニットが三⽅向の学際フロンティアへ展開することを⽀援 
► プラットフォーム企画室 

● ユニットが活動する研究施設の管理・運⽤
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コミュニティと⼀体となったユニット運営
❖ユニット所外メンバー 

■ クロアポ，ポスドク，客員教員，共同研究者 
■ 研究戦略会議メンバー 

► 所内メンバーと同数程度の所外の研究者を，ユニッ
ト研究戦略会議メンバーとして委嘱 

■ 国内外の⼤学・研究機関からの研究者がユニット
の研究活動に参加 
► 国内／⼤学︓44，研究機関︓9，企業︓２ 
► 海外／⼤学︓8，研究機関︓6，企業︓1
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六ヶ所研究センター

安全衛⽣推進センター

研究教育改善室

広報室

研究⼒強化戦略室

図書室

核融合アーカイブ室

情報システム・セキュリティセンター

技術部

管理部

研究部

メタ階層ダイナミクスユニット

構造形成・持続性ユニット

位相空間乱流ユニット

プラズマ量⼦プロセスユニット

プラズマ・複相間輸送ユニット

可知化センシングユニット

プラズマ装置学ユニット

複合⼤域シミュレーションユニット

超⾼流束協奏材料ユニット

超伝導・低温⼯学ユニット

核融合安全性科学ユニット

先端学術研究連携部⾨

開発研究連携部⾨

産学官連携部⾨

核融合科学学際連携センター

プラットフォーム企画室

LHD部⾨

計算機部⾨

⼯学研究施設部⾨

フュージョンエネルギー産学連携研究室

アドバイザリーボード

運営会議



これからの核融合科学を先導する10のユニット
❖学際的な展開 ➡ フュージョンイノベーションの揺籃となる学術基盤構築 

■ ユニットは，共通した研究テーマのもとに集まった学際的な共同研究チーム 
■ それぞれの問題を⼀般化することで，他分野と連携した共同研究を実現する役割
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オーロラ観測による磁気圏 
プラズマのダイナミクス

キロノヴァによる重原⼦合成

太陽コロナの密度計測

太陽プラズマの 
乱流ダイナミクス

マイクロ波による 
ファインセラミック焼成

異材接合技術の⺠⽣応⽤

プラズマ宇宙推進機

⾼機能発光デバイス

⼈と知識の⽔平移動による核融合科学分野の拡⼤



研究基盤（ハードウェア）
❖プラズマ装置，スパコン，⼯学研究施設群など，共同利⽤施設の開発と運

⽤に⻑年培ってきた実績 
❖世界トップレベルの中核拠点 ➡ フュージョンサイエンスヒルズ構想 

■ 研究基盤を⼤規模リノベーション／アップデートすることにより，国際的・学際的
な⼈流の結節点となる中核拠点を形成 
► 中核拠点が備えるべき研究基盤の整備計画の具体化を進めている 
► イノベーションの拠り所となる基本的な原理や技術を構築 

■ 新しいステークホルダーであるスタートアップ等，産業界の挑戦を⽀援 
► ⼤型の実験施設や安全⾯の管理などの研究基盤を提供することにより，スタートアップ

を中⼼とする産業界のチャレンジを引き出す 
►『フュージョンエネルギー産学連携研究室』を設置し，産業界の受け⼊れ体制を整備 
► アカデミアとの連携によるイノベーションの創出
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核融合科学研究所の研究基盤
❖⼤学共同利⽤機関として，⻑年にわたり多くの装置を開発・共同利⽤してきた実績 

■常にアップデートすることで，世界のトップレベルの研究を推進 
►磁場閉じ込めプラズマ装置（LHD），プラズマシミュレータ，⼯学研究設備群
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磁場閉じ込めプラズマ装置; LHD

磁場閉じ込めプラズマ装置; 
CHSスーパーコンピュータ ”雷神”

ジャイロトロン

直線プラズマ装置; Hyper-I

直線プラズマ装置; TPD-II

熱・物質流動ループ装置; Oroshhi-2

NBI Test Stand

昇温脱離ガス分析装置イオンビーム解析装置

温度可変低温設備
⼤⼝径⾼磁場
導体試験装置

透過型電⼦顕微鏡

収束イオンビーム

超⾼熱負荷試験装置

⾼温静⽔圧プレス

⾼温超⾼真空クリープ
試験機

強制冷却型超伝導コイル試験装置



研究基盤と環境の整備計画8

国際フュージョンエネルギー連携
センター 
- 海外研究機関連携オフィス，スタートアップ連

携オフィス，⼈材育成センター，学際連携セン
ター等，⼈と知識が集まり新たな研究展開を創
出するための場を新規整備

コンベンションセンター 
- Fusion Science Schoolや国際会議等，国際交流，学際交流の拠点となる場を新

規整備．地域共創の拠点としても活⽤

ベンチャーラボ 
- 産業界との連携研究のための専有ラボ群を整備

し，スタートアップ等を⽀援 
- フュージョンエネルギー産学連携研究室を設置

し，産業界を受け⼊れる体制を整備済

計測技術開発実験棟 
•先進計測技術研究開発 
- 先端レーザー光源と⾼度な計測器群及び⾼速⼤
容量のデータ収集装置で構成されるプラズマ・
同位体・計測システムの整備

基盤技術開発実験棟 
•先進炉材料研究開発 
- 中性⼦照射試験を補完し，核融合炉材料開発を

加速するために必要となる，複数の加速器を⽤
いて核融合炉の中性⼦照射環境を模擬する装置
を新規整備 

•周辺プラズマ・PWI研究 
- 核融合炉周辺プラズマ・ダイバータにおける複
雑な実機環境の要素を⼤型の直線プラズマ装置
を⽤いて模擬する装置の整備 

•中性粒⼦ビーム研究開発 
- NBIテストスタンドを整備し，ITER-NB，原型
炉⽤NBの開発の礎となる要素研究を実施

⾼温プラズマ実験棟 
•磁場閉じ込め⾼温プラズマ実験 
- コンパクトな核融合炉のを実現するためには，プラズマの閉じ込め特性や突発的

な不安定性を⽀配する『ミクロ集団現象』のメカニズムを解明することが必要 
- 『ミクロ集団現象』の理解のために，⾼温プラズマのミクロな状態を⾼精度で制
御・操作し，世界最⾼の分解能で計測する実験システムを新規整備

超伝導・低温実験棟 
•超伝導・低温技術研究開発 
- 原型炉に向けた超伝導コイル開発に必要とな

る，多様な実験を展開できる強磁場低温設備の
更新整備 
- ヘリウム資源の制約を受けない核融合炉実現に
必要となる液体⽔素実験環境の新規整備

シミュレーション科学棟 
•フュージョン・インフォマティックス 
•核融合・プラズマデータベース 
- 核融合・プラズマ実験で得られたビッグデータ

の共有と公開

材料研究・分析センター 
•フュージョン・ナノ・プラットフォーム 
- プラズマ対向材料の使⽤環境を⽀配するPWIを
素過程から理解するために必要となる，ナノ構
造解析を⾼分解能かつ⾼速で実施できるプラッ
トフォームを新規整備



⼈材育成
❖核融合エネルギーの実現には，⻑期にわたる総合的な研究開発＿➡ 様々な分野の巻き込みが必要 

■ 原型炉開発には1600⼈を超える⼈材が必要※第12回核融合科学技術委員会（2017年12⽉18⽇）【資料9】 
1. 他分野・異業種⼈材との頭脳循環による，核融合研究への参⼊を促進 
2. 海外の研究機関との⼈材交流による，国際連携強化，多様でグローバルな⼈材供給⼒の強化 
3. 各⼤学の取り組みへの⽀援 

❖核融合に関するスクーリング（Fusion Science School）を実施 
■ フュージョンエネルギーの研究へ関わるための⼊⼝ 

► 研究ネットワーク形成のメカニズムを作り，研究・開発現場
における教育へ接続 

► NIFSの国際学術交流協定や共同研究ネットワークを活⽤し，
国内外の核融合関連機関におけるリカレント教育や共同研究
に展開 

■ 2024年度はITER国際スクールを実施 
► 国内外から200名の参加者 
► 2024年12⽉9-13⽇，名古屋にて開催．https://iis2024.org 

■ 2025年度以降は，Fusion Science Schoolを実施 
► 国際的に第⼀線で活躍している国内外の講師を招いて年数回

開催し，国内を中⼼に300名の参加者 
► 5年間で，核融合に関わる⼈材を倍増（+1500⼈）
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学際的，国際的な
ステークホルダ

核融合分野における
リカレント教育，
OJT，共同研究

Fusion Science School

他分野の研究者／技術者

核融合分野の学⽣

海外の学⽣

海外の研究者／技術者

他分野の学⽣

核融合分野の研究者／技術者

産業界の研究者／技術者

・・・・・

Networking

ITER

QST
NIFS
⼤学

 産業界 
（スタートアップ）

海外研究機関国際交流協定 
⽇⽶，⽇欧，…

共同研究ネットワーク

2024年度は
ITER国際スクールを開催



アウトリーチ
❖様々なステークホルダ

（学会，⼤学，QST，産
業界）から構成される，
『⼈材育成・アウトリー
チ運営委員会』により，
多⾓的な意⾒を取り⼊れ
た実施体制 
■ ⼈材育成とアウトリーチを
総合的に運営 

■ 科学コミュニケーション会
社による⽀援
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＜体制図＞

※ ⼈材育成についても同様な体制で推進する．
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